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１１ ははじじめめにに

消臭機能を持たせた繊維は、ターゲットとなる悪臭に合わ

せて様々な商品開発が行われており、インナーウエアやイン

テリア、寝具、ユニフォーム等に使用されている 1）。最近で

はコロナ禍の運動の実施控えの反動などからスポーツウエア

やアクティブウエアの需要が増加しており、汗臭対策へのニ

ーズが高まっている。 
 

２２ 無無機機系系消消臭臭剤剤 ケケススモモンン シシリリーーズズ

当社のケスモン NS-10 シリーズはカチオン吸着能のある酸
性の微粒子粉体で、汗臭の原因であるアンモニアなどの塩基

性ガスを選択的に化学吸着する無機系消臭剤である 2）。有機

系消臭剤や物理吸着タイプの無機系消臭剤と比較すると、耐

熱性・耐薬品性・耐水性に優れ、加工時の性能劣化や着色が

小さいこと、低濃度ガスでも吸着すること、吸着したガスを

再放出しないことが特長である。代表グレードの NS-10 と、
NS-10より小粒径で消臭スピードの速い NS-10 F2（以下 F2
と表記）の SEM写真（走査型電子顕微鏡、SEM：Scanning 
Electron Microscope）を図図１１に示す。どちらも平板状の白色

粒子で、メジアン径（D50）は NS-10が約 1μm、F2が約 0.4
μm である。アンモニア消臭容量はともに 185mL/g で等し
い。これらは分散液やマスターバッチに加工され、マスクな

どの展着加工布 3）や塗料、繊維製品等に使われている。本稿

ではポリエステル（PET）繊維用に開発したケスモンマスタ
ーバッチ BTシリーズについて紹介する。 

３３ ケケススモモンンママススタターーババッッチチ シシリリーーズズ

ポリエステル繊維用ケスモンマスターバッチ BT シリーズ
はケスモン濃度が 20wt%のポリエステルペレットで、NS-10

を含有する BT-1200、BT-1201を上市している。BT-1200と
BT-1201 は IV 値（固有粘度）の異なる製品で、紡糸条件に
合わせて選択できる。これに加え、消臭スピードの速い F2を
含有した開発品 BT-2201（図図２２写真）をラインナップした。

各グレードの物性値を表表１１に示す。紡糸原料のポリエステル

とこれらのマスターバッチを配合し溶融紡糸を行うことで

NS-10 や F2 がポリエステル中に高分散した消臭繊維が得ら
れる。 
 

４４ 紡紡糸糸評評価価

－－ ケケススモモンン含含有有濃濃度度ととアアンンモモニニアア消消臭臭率率

BT-1201、2201を使用して溶融紡糸したケスモン入りポリ
エステル糸のアンモニア消臭性能を評価した（図図３３）。紡糸原

料のポリエステルはユニチカMA-2101M（IV値 0.62）を使
用し、ケスモン濃度が 0～4wt%となるよう BT-1201 または
BT-2201を配合して紡糸した。参考として BT-2201を配合し
たケスモン 2wt%含有糸の紡糸条件を表表２２示す。消臭評価は

SEKマーク認証基準（一般社団法人繊維評価技術協議会が定
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図図２２

表表１１ ポポリリエエスステテルル繊繊維維用用ケケススモモンンママススタターーババッッチチ シシリリーーズズ物物性性値値

図図１１ 写写真真
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める消臭性試験）の検知管法 4）に準拠した方法で行った。 
NS-10、F2 の添加量がそれぞれ 2.5wt%、2.0wt%のとき

SEKマーク認証基準である消臭率 80%に到達することから、
F2はより少ない添加量で基準をクリアできることがわかる。
また、糸強度はフィラーなしの PET糸が 4.0~4.5gf/D（伸度
25%）であるのに対し、ケスモン含有糸はケスモン濃度に関
わらず 3.5gf/D前後（伸度 25%）であった。一般にフィラー
添加を行うと糸強度は低下する傾向が見られるが、ケスモン

添加による大幅な強度低下はなく、試験した範囲の添加濃度

ではポリエステル糸の実用レベルである 3gf/Dを満たしてい
た。 

 
－－ 含含有有糸糸とと 含含有有糸糸ののアアンンモモニニアア消消臭臭速速度度

次に NS-10 と F2 の濃度が 2wt%となるよう BT-1201 と
BT-2201 を配合して作製したポリエステル糸の、2時間後と
24 時間後のアンモニアガス消臭率を図図４４に示す。NS-10 と
F2の粉体のアンモニア消臭容量は等しく、2wt%含有糸の 24
時間後のアンモニアガス消臭率は両者とも 100%で飽和状態
にあるが、2 時間後のアンモニアガス消臭率は F2 含有糸の
ほうが NS-10含有糸よりも優れており、消臭スピードが速い
ことがわかる。 

－－ 洗洗濯濯処処理理ととアアンンモモニニアア消消臭臭率率

ケスモン濃度が 2wt%となるよう BT-1201 と BT-2201 を
配合して作製したポリエステル糸の、洗濯処理前後のアンモ

ニア消臭率を表表３３に示す。洗濯処理は JEC326「SEKマーク
繊維製品の洗濯方法」の標準洗濯法に準拠した方法で行った。

NS-10含有糸、F2含有糸ともに 10回洗濯後も高いアンモニ
ア消臭率を保持していた。 

 
－－ 、、 ケケススモモンン含含有有糸糸のの 像像比比較較

糸表面の SEM 像を図図５５に示す。糸表面に分散している粒
子状物質がケスモンで、NS-10、F2の含有率はともに 2wt%
である。これら SEM 像を二値化し糸の面積に対するケスモ
ン粒子の占める面積を算出すると、NS-10 粒子は 2.4%、F2
粒子は 4.5%となり、糸表面付近における単位面積あたりのケ
スモン量（ケスモンに相当する面積）は F2 の方が大きく、
アンモニアガスとの接触効率が高いと考えられる。F2含有糸

図図３３ ケケススモモンン入入りりポポリリエエスステテルル糸糸 ：：

ケケススモモンン濃濃度度ととアアンンモモニニアア消消臭臭率率のの関関係係

繊維度 、ケスモン入りポリエステル糸

アンモニアガス 、容量 、 時間消臭率

表表３３ ケケススモモンン入入りりポポリリエエスステテルル糸糸：：

洗洗濯濯処処理理前前後後ののアアンンモモニニアア消消臭臭率率

  
洗濯水温度 ℃、 回繰り返し洗濯、乾燥 ℃

繊維度 、ケスモン 入りポリエステル糸

アンモニアガス 、容量

洗濯前
アンモニア消臭率(%)

10回洗濯後
アンモニア消臭率(%)

PET糸

2wt% NS-10含有糸

2wt% F2含有糸

表表２２ 紡紡糸糸条条件件例例 ケケススモモンン 含含有有糸糸（（ ））

原料乾燥 150℃真空乾燥、約15時間（水分200ppm)
紡糸方式 直接紡糸延伸法（AIKIリオテック ALM-S3500-T1）
押出温度 280℃
延伸温度 135℃
延伸倍率 3.7倍
巻取速度 3000m/分

図図４４ ケケススモモンン入入りりポポリリエエスステテルル糸糸：：

アアンンモモニニアア消消臭臭率率とと試試験験時時間間のの関関係係  
繊維度 、ケスモン 入りポリエステル糸

アンモニアガス 、容量
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１１ ははじじめめにに

消臭機能を持たせた繊維は、ターゲットとなる悪臭に合わ

せて様々な商品開発が行われており、インナーウエアやイン

テリア、寝具、ユニフォーム等に使用されている 1）。最近で

はコロナ禍の運動の実施控えの反動などからスポーツウエア

やアクティブウエアの需要が増加しており、汗臭対策へのニ

ーズが高まっている。 
 

２２ 無無機機系系消消臭臭剤剤 ケケススモモンン シシリリーーズズ

当社のケスモン NS-10 シリーズはカチオン吸着能のある酸
性の微粒子粉体で、汗臭の原因であるアンモニアなどの塩基

性ガスを選択的に化学吸着する無機系消臭剤である 2）。有機

系消臭剤や物理吸着タイプの無機系消臭剤と比較すると、耐

熱性・耐薬品性・耐水性に優れ、加工時の性能劣化や着色が

小さいこと、低濃度ガスでも吸着すること、吸着したガスを

再放出しないことが特長である。代表グレードの NS-10 と、
NS-10より小粒径で消臭スピードの速い NS-10 F2（以下 F2
と表記）の SEM写真（走査型電子顕微鏡、SEM：Scanning 
Electron Microscope）を図図１１に示す。どちらも平板状の白色

粒子で、メジアン径（D50）は NS-10が約 1μm、F2が約 0.4
μm である。アンモニア消臭容量はともに 185mL/g で等し
い。これらは分散液やマスターバッチに加工され、マスクな

どの展着加工布 3）や塗料、繊維製品等に使われている。本稿

ではポリエステル（PET）繊維用に開発したケスモンマスタ
ーバッチ BTシリーズについて紹介する。 

３３ ケケススモモンンママススタターーババッッチチ シシリリーーズズ

ポリエステル繊維用ケスモンマスターバッチ BT シリーズ
はケスモン濃度が 20wt%のポリエステルペレットで、NS-10

を含有する BT-1200、BT-1201を上市している。BT-1200と
BT-1201 は IV 値（固有粘度）の異なる製品で、紡糸条件に
合わせて選択できる。これに加え、消臭スピードの速い F2を
含有した開発品 BT-2201（図図２２写真）をラインナップした。

各グレードの物性値を表表１１に示す。紡糸原料のポリエステル

とこれらのマスターバッチを配合し溶融紡糸を行うことで

NS-10 や F2 がポリエステル中に高分散した消臭繊維が得ら
れる。 
 

４４ 紡紡糸糸評評価価

－－ ケケススモモンン含含有有濃濃度度ととアアンンモモニニアア消消臭臭率率

BT-1201、2201を使用して溶融紡糸したケスモン入りポリ
エステル糸のアンモニア消臭性能を評価した（図図３３）。紡糸原

料のポリエステルはユニチカMA-2101M（IV値 0.62）を使
用し、ケスモン濃度が 0～4wt%となるよう BT-1201 または
BT-2201を配合して紡糸した。参考として BT-2201を配合し
たケスモン 2wt%含有糸の紡糸条件を表表２２示す。消臭評価は

SEKマーク認証基準（一般社団法人繊維評価技術協議会が定

●●高高いいアアンンモモニニアア消消臭臭性性能能をを付付与与すするるポポリリエエスステテルル繊繊維維向向けけママススタターーババッッチチ
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図図２２

表表１１ ポポリリエエスステテルル繊繊維維用用ケケススモモンンママススタターーババッッチチ シシリリーーズズ物物性性値値

図図１１ 写写真真

日本電子 、加速電圧
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める消臭性試験）の検知管法 4）に準拠した方法で行った。 
NS-10、F2 の添加量がそれぞれ 2.5wt%、2.0wt%のとき

SEKマーク認証基準である消臭率 80%に到達することから、
F2はより少ない添加量で基準をクリアできることがわかる。
また、糸強度はフィラーなしの PET糸が 4.0~4.5gf/D（伸度
25%）であるのに対し、ケスモン含有糸はケスモン濃度に関
わらず 3.5gf/D前後（伸度 25%）であった。一般にフィラー
添加を行うと糸強度は低下する傾向が見られるが、ケスモン

添加による大幅な強度低下はなく、試験した範囲の添加濃度

ではポリエステル糸の実用レベルである 3gf/Dを満たしてい
た。 

 
－－ 含含有有糸糸とと 含含有有糸糸ののアアンンモモニニアア消消臭臭速速度度

次に NS-10 と F2 の濃度が 2wt%となるよう BT-1201 と
BT-2201 を配合して作製したポリエステル糸の、2時間後と
24 時間後のアンモニアガス消臭率を図図４４に示す。NS-10 と
F2の粉体のアンモニア消臭容量は等しく、2wt%含有糸の 24
時間後のアンモニアガス消臭率は両者とも 100%で飽和状態
にあるが、2 時間後のアンモニアガス消臭率は F2 含有糸の
ほうが NS-10含有糸よりも優れており、消臭スピードが速い
ことがわかる。 

－－ 洗洗濯濯処処理理ととアアンンモモニニアア消消臭臭率率

ケスモン濃度が 2wt%となるよう BT-1201 と BT-2201 を
配合して作製したポリエステル糸の、洗濯処理前後のアンモ

ニア消臭率を表表３３に示す。洗濯処理は JEC326「SEKマーク
繊維製品の洗濯方法」の標準洗濯法に準拠した方法で行った。

NS-10含有糸、F2含有糸ともに 10回洗濯後も高いアンモニ
ア消臭率を保持していた。 

 
－－ 、、 ケケススモモンン含含有有糸糸のの 像像比比較較

糸表面の SEM 像を図図５５に示す。糸表面に分散している粒
子状物質がケスモンで、NS-10、F2の含有率はともに 2wt%
である。これら SEM 像を二値化し糸の面積に対するケスモ
ン粒子の占める面積を算出すると、NS-10 粒子は 2.4%、F2
粒子は 4.5%となり、糸表面付近における単位面積あたりのケ
スモン量（ケスモンに相当する面積）は F2 の方が大きく、
アンモニアガスとの接触効率が高いと考えられる。F2含有糸

図図３３ ケケススモモンン入入りりポポリリエエスステテルル糸糸 ：：

ケケススモモンン濃濃度度ととアアンンモモニニアア消消臭臭率率のの関関係係

繊維度 、ケスモン入りポリエステル糸

アンモニアガス 、容量 、 時間消臭率

表表３３ ケケススモモンン入入りりポポリリエエスステテルル糸糸：：

洗洗濯濯処処理理前前後後ののアアンンモモニニアア消消臭臭率率

  
洗濯水温度 ℃、 回繰り返し洗濯、乾燥 ℃

繊維度 、ケスモン 入りポリエステル糸

アンモニアガス 、容量

洗濯前
アンモニア消臭率(%)

10回洗濯後
アンモニア消臭率(%)

PET糸

2wt% NS-10含有糸

2wt% F2含有糸

表表２２ 紡紡糸糸条条件件例例 ケケススモモンン 含含有有糸糸（（ ））

原料乾燥 150℃真空乾燥、約15時間（水分200ppm)
紡糸方式 直接紡糸延伸法（AIKIリオテック ALM-S3500-T1）
押出温度 280℃
延伸温度 135℃
延伸倍率 3.7倍
巻取速度 3000m/分

図図４４ ケケススモモンン入入りりポポリリエエスステテルル糸糸：：

アアンンモモニニアア消消臭臭率率とと試試験験時時間間のの関関係係  
繊維度 、ケスモン 入りポリエステル糸

アンモニアガス 、容量
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の方が NS-10 含有糸より消臭スピードが速いのはこのため
であると推察される。 

 
５５ ままととめめ 

アンモニア消臭性能を有するケスモンのポリエステル繊

維用マスターバッチ BTシリーズを開発した。 
なかでも微粒子タイプ（D50：0.4μm）の NS-10 F2を

20wt%含有する BT-2201を使い作製したポリエステル糸
は、優れたアンモニア消臭性能を示した。 
糸表面付近における単位面積あたりのケスモン量アップ

がアンモニアガス消臭スピードの向上につながることが示唆

されたことから、ケスモンの小粒径化、ポリエステル中での

高分散化に注目しマスターバッチ製品開発を進めていく。
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図図５５ ケケススモモンン入入りりポポリリエエスステテルル糸糸のの 写写真真
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１１ 緒緒言言

近年、CO2排出量削減を目的とし、自動車の電動化が加速

している。2021 年に 30％以下であった全世界の電動車の割
合は、2035年には 60％を超えると予想されている 1)。 
従来のガソリン車と電動車の大きな違いは駆動システム

にある。ガソリン車は、エンジンにより駆動するが、電動車

はモーターによって駆動するため、高性能かつ高効率なモー

ターが必要とされている。 
モーター（図図１１）は、ローターとステータからなるモータ

ーコアにより、電気エネルギーを磁気エネルギーに、さらに

運動エネルギーに変換している。このローターやステータは、

電磁鋼板と呼ばれる表面を絶縁処理した鋼板を積層すること

により製造されている。一般的にモーターを高効率化するた

めには、電気エネルギーが磁気エネルギーに変換される際に

発生する「鉄損 2)」と呼ばれるエネルギーロスを低減するこ

とが必要である。鉄損はヒステリシス損と渦電流損からなり、

鉄損を低減する策の一つとして電磁鋼板を薄くし、渦電流の

発生を抑制することが有効である（式式１１3)）。 

 

 

 
鉄損の発生は、電磁鋼板の固定方法によっても影響される。

従来、積層された鋼板は、主にカシメやレーザー溶接によっ

て固定されてきた（図図２２aa,,  bb）。カシメは物理的に凹凸をつけ
るため、鋼板に歪が発生し 4)、鉄損が発生する。さらに、鋼

板の薄型化により歪の影響が大きくなること、加工が困難に

なることも大きな課題であった。また、レーザー溶接は絶縁

被膜を溶かしてしまい、鋼板同士を導通させてしまうという

問題があった 5)。 

 
そこで、積層された電磁鋼板同士を接着剤で固定する接着

積層法 6) が注目されている（図図２２cc）。接着積層法では、カシ
メのような鋼板の凹凸が不要であるため歪が発生せず、溶接

のように鋼板同士を導通させる懸念もない。鋼板の変形を伴

わないことから薄型化された電磁鋼板にも適用可能であり、

鉄損の低減に極めて効果的な手法であると言える。こうした

背景を踏まえ、電磁鋼板用途向け接着剤の開発に着手した。 
 

２２ 設設計計方方針針

想定されるモーターコア製造方法や接着条件、使用条件か

ら、接着剤は下記物性を有することが必須である。 
・種々の絶縁処理がされた電磁鋼板への接着性 
・油面接着性 
・耐熱性 
・常温、速硬化性 
また、接着剤の硬化に UV や加熱を必要とするものは、UV
照射機や加熱炉等の設備導入のコスト、工程時間、CO2排出

図図１１ モモーータターーのの構構成成  
：モーター ：ローター ：ステータ

モモーータターーココアア

cc  
bb  

aa  

Pe：渦電流損[W] 
ke：比例係数 
ρ：鉄心の抵抗率[Ω･m] 
t：板厚[m] 
f：周波数[Hz] 
Bm：最大磁束密度[T] 

・・・・・・（（式式１１））

図図２２電電磁磁鋼鋼板板のの固固定定方方法法

：カシメ、 ：レーザー溶接、 ：接着

aa  bb  cc  

●●常常温温・・速速硬硬化化可可能能なな電電磁磁鋼鋼板板用用接接着着剤剤
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